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よ し は ま

令和2年度 第４回 事業評価監視委員会 資料

令和３年３月１日
国土交通省 東北地方整備局

資 料 ７－１

要点審議事業



起終点 ：自）岩手県大船渡市三陸町越喜来

至）岩手県大船渡市三陸町吉浜

延長 ：３．６ｋｍ
道路規格 ：第１種第３級 設計速度：８０ｋｍ/ｈ
事業化 ：平成１９年度
用地着手 ：平成２１年度
工事着手 ：平成２１年度
開通 ：平成２７年度（Ｈ２７.１１.２９ ）

○事業目的

吉浜道路 計画概要

・吉浜道路は、三陸沿岸道路の一部を形成
・国道４５号並行現道の交通事故減少
・第３次救急医療施設への速達性・安定搬送
の実現
・地域水産品輸送を支援
・沿岸地域の観光振興

岩手県

秋田県

宮城県山形県

青森県

一般国道４５号
吉浜道路

福島県

標準横断図（幅員）

吉浜道路 位置図
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位置図

［単位：ｍ］
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2.50 3.50 3.50 2.50

高田道路

Ｌ=7.5km

大船渡三陸道路

Ｌ=17.6km
Ｈ5,Ｈ11,Ｈ17開通

吉浜道路

Ｌ=3.6km
Ｈ27.11開通

吉浜釜石道路

L=14.0km

陸前高田IC

通岡IC

大船渡IC

大船渡北IC

三陸IC

吉浜IC

釜石南IC
釜石唐丹IC

T’15  8,306台/日

T’15  6,535台/日

T’15  6,404台/日

T’15 9,587台/日

T’15 6,655台/日

T’15  7,531台/日

大船渡

Ｌ=4.1㎞ Ｌ=3.4㎞

H26.3開通 H21.3開通

Ｌ=5.0km

Ｈ30.8開通

釜石JCT

釜石

滝観洞IC

釜石

お お ふ な と し さ ん り く ち ょ う お き ら い

お お ふ な と し さ ん り く ち ょ う よ し は ま

T’15 929台/日

T’15 5,309台/日

T’15  16,910台/日

T’15 18,195台/日

T’15 13,690台/日

T’15 6,278台/日

T’15  9,804台/日

釜石市大船渡市

住田町

Ｌ=9.0km

Ｈ31.3開通

その他凡例

： H27センサス交通量
： 津波浸水区域

（東日本大震災）

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

凡例

り く ぜ ん た か た

かよおか

おおふなと

碁石海岸IC
ごいしかいがん

おおふなと

おおふなときた

さ ん り く

よしはま

かまいしみなみ
かまいしとうに

かまいし

かまいし

中央IC
ち ゅ う お う

かまいし

ろうかんどうす み た

か ま い し
お お ふ な と

１．事業の目的と概要（１） 事業完了後５年経過

仙人峠IC
せんにんとうげ

た か た お お ふ な と さ ん り く よ し は ま よ し は ま か ま い し



釜石JCT

釜石唐丹IC

釜石南IC

吉浜IC

三陸IC

大船渡北IC

大船渡IC

大船渡
碁石海岸IC

釜石仙人峠IC

吉
浜
道
路

大
船
渡
三
陸
道
路

吉
浜
釜
石
道
路

H27.11開通
L＝3.6km

H30.8開通
L＝5.0km

H5,H11,H17開通
L＝17.6km

大船渡市三陸町吉浜
おおふ な としさ ん り くち ょ うよし は ま

（至）

大船渡市三陸町越喜来
お お ふ な と し さ ん り く ち ょ う お き ら い

（自）

通岡IC

釜石市

大船渡市

H31.3開通
L＝9.0km

滝観洞IC

L＝14.0km

①

③

②

釜石中央IC
①吉浜道路開通区間【R2.9】

至 仙台市

至 釜石市
吉浜IC

↓

三陸IC
↓

羅生トンネル
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③終点から起点方向【R2.11】

至 仙台市

至 釜石市 凡 例

②起点から終点方向【R2.10】
至 釜石市

至 仙台市

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

さ ん り く

よしはま

ら せ い

１．事業の目的と概要（２）整備状況 事業完了後５年経過

かまいしみなみ

か ま い し と う に

か ま い し

か ま い し ち ゅ う お う

か ま いし せ ん に ん と う げ

ろ う か ん ど う

お お ふ な と き た
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資料：東海新報（H27.12.1付）

資料：岩手日報（H27.11.30付）3

１．事業の目的と概要（３）開通記事 事業完了後５年経過



◆三陸沿岸道路のうち、普代～野田IC(仮)（13km）を除く全ての区間がR2年度末までに開通。
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洋野階上道路（洋野種市IC～階上IC）
Ｌ=7.0㎞ R2.12開通

久慈北道路
Ｌ=7.4㎞ R2.3開通

久慈道路
Ｌ=3.2㎞ Ｈ5.12開通
野田久慈道路（野田IC～久慈IC）
Ｌ=12.0㎞ R2年度末開通予定

普代バイパス
Ｌ=4.2㎞ H25.10開通
尾肝要～普代
Ｌ=8.0km R2.12開通
尾肝要道路
Ｌ=4.5km Ｈ26.3開通
田野畑南～尾肝要
Ｌ=6.0km R2年度末開通予定
岩泉道路
Ｌ=6.2㎞ Ｈ18.2,Ｈ22.11開通

田老岩泉道路
Ｌ=6.0km H30.3開通

宮古中央～田老北
Ｌ=21.0km

仙台港北IC

八戸JCT

岩手県

宮城県

青森県
454454

104104

103103

282282

282282

395395

340340

281281

341341

106106

107107
107107

456456

283283

283283

343343

284284

342342

398398

108108

398398

342342

346346

108108

4747

347347

457457 398398

457457

4545

44

44

44

44 4545

4545

457457

103103

田老真崎海岸～田老北
Ｌ=4.0km H30.3開通

宮古中央～田老真崎海岸
Ｌ=17.0km R2.7開通

宮守ＩＣ

八
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ

八
戸
是
川
Ｉ
Ｃ

種
差
海
岸
階
上
岳
Ｉ
Ｃ

久慈北ＩＣ

普代北ＩＣ（仮）

久慈ＩＣ

田野畑北ＩＣ
田野畑ＩＣ（仮）

岩泉龍泉洞ＩＣ

宮古中央ＩＣ

宮古南ＩＣ

山田ＩＣ

山田南ＩＣ

釜石北ＩＣ釜石
仙人峠ＩＣ

遠野
住田ＩＣ

遠野ＩＣ
江刺田瀬ＩＣ

東和ＩＣ
花巻JCT

通岡ＩＣ

唐桑小原木ＩＣ
唐桑半島ＩＣ

気仙沼中央ＩＣ

歌津ＩＣ
登米東和ＩＣ

登米ＩＣ

桃生豊里ＩＣ

鳴瀬奥松島ＩＣ

松島海岸ＩＣ

利府JCT

仙台港北ＩＣ

大船渡北ＩＣ

大船渡ＩＣ

陸前高田ＩＣ

大槌ＩＣ

田老北ＩＣ

東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻）

L=約80ｋｍ

宮古盛岡横断道路

※田鎖蟇目道路除く

L=約66ｋｍ

手代森
ＩＣ

田の沢ＩＣ

川目ＩＣ

三
陸
沿
岸
道
路

L
=
3
5
9
km

志
津
川
Ｉ
Ｃ

釜石山田道路(大槌IC～山田南IC)
Ｌ=8.0km H31.1開通

八
戸
南
Ｉ
Ｃ

八戸南環状道路
Ｌ=8.6㎞ Ｈ17.3,H26.3開通
八戸南道路
Ｌ=8.7㎞ Ｈ19.6,H25.3開通

田老真崎海岸ＩＣ

釜石山田道路(釜石JCT～釜石両石IC)
Ｌ=5.6km H31.3開通

吉浜釜石道路（釜石南IC～釜石JCT）
Ｌ=9.0km H31.3開通

唐桑高田道路（陸前高田長部IC～陸前高田IC)
Ｌ=6.5km H30.7開通

大谷海岸ＩＣ

本吉気仙沼道路(Ⅱ期) （本吉津谷IC～大谷海岸IC）
Ｌ=4.0km H31.2開通

歌津本吉道路(歌津IC～本吉津谷IC)
Ｌ=12.0km Ｈ31.2,R2.11開通

吉浜釜石道路（吉浜IC～釜石南IC）
Ｌ=5.0km H30.8開通

釜石南IC

吉浜ＩＣ

三陸ＩＣ

大船渡碁石海岸ＩＣ
陸前高田長部ＩＣ

唐桑高田道路（唐桑小原木ＩＣ～陸前高田長部IC)
Ｌ=3.5km H31.3開通

普代ＩＣ

山田北ＩＣ

本吉津谷ＩＣ
小泉海岸IＣ

気仙沼道路 （気仙沼港IC～唐桑半島IC ）
Ｌ=7.3km R2年度開通予定

釜石山田道路(釜石北IC～大槌IC)
Ｌ=4.8km R1.6開通

釜石両石ＩＣ
釜石中央ＩＣ

釜石JCT

山田宮古道路
Ｌ=14.0km H29.11開通

本吉気仙沼道路（大谷海岸ＩＣ～気仙沼中央IC)
Ｌ=7.1km H30.3開通

吉浜道路（三陸IC～吉浜IC）
Ｌ=3.6km H27.11開通

▼三陸沿岸道路 整備進捗状況

区分
H26再評価時

（ｋｍ）
今回（R2年度末）

（ｋｍ）

計画延長 ３５９ ３５９

開通済
１５２

（４２％）
３４６

（９６％）

事業中
２０７

（５８％）
１３

（４％）

平成26～令和元年度開通

令和2年度開通

洋野種市IC

野田ＩＣ（仮）

洋野階上道路（侍浜IC～洋野種市IC）
Ｌ=16.0㎞ R2年度末開通予定

野田久慈道路（普代～野田IC ）
Ｌ=13.0㎞ R3年内開通予定

気仙沼道路 （気仙沼中央IC～気仙沼港IC ）
Ｌ=1.7km R2.2開通

気仙沼港IC

凡例
道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道

：開通済

（R2年度開通予定含む）

：事業中

車線数

： 4車線以上

： 2車線

２．前回評価時からの周辺環境等の変化 事業完了後５年経過

侍浜IC

田野畑南ＩＣ（仮）

三滝堂IC

南
三
陸
海
岸
I
C

階
上
Ｉ
Ｃ

宮古中央JCT
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■前後区間の交通量の推移

大船渡
碁石海岸ＩＣ

大船渡ＩＣ

大船渡北ＩＣ

三陸ＩＣ

吉浜IC

釜石南IC

（台/日）

H11 H17 H22 H27 Ｒ2

（資料）
H11：道路交通センサス
H17：道路交通センサス
H22：道路交通センサス
H27：全国道路・街路交通情勢調査 ※吉浜IC～三陸ICはH27.12.8調査結果より
R2：交通量常時観測データ（R2.10.6と10.13の2日間の平均）

釜石JCT

釜石唐丹IC

釜石南IC

吉浜IC

三陸IC大船渡北IC

大船渡IC

大船渡
碁石海岸IC

釜石
唐丹IC

釜石JCT

釜石仙人峠IC

吉
浜
道
路

大
船
渡
三
陸
道
路

吉
浜
釜
石
道
路

H27.11開通
L＝3.6km

H30.8開通
L＝5.0km

L＝17.6km

凡 例

通岡IC

釜石市

大船渡市

H31.3開通
L＝9.0km

滝観洞IC

3,000 5,000

7,400

5,200

8,200

5,800

9,800

6,700

7,500

7,000

7,100

6,600

9,500

6,100

4,800

7,100

L＝14.0km

資料：H11～H22：道路交通センサス
H27～H28：交通量調査結果
R2：交通量調査結果

（R2.10.6と10.13の2日間の平均）

2,200 

2,300 

2,500 

7,900 

6,100 

5,900 

5,700 

7,000 

5,700 

5,800 

9,200

8,000

8,300

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

R2

H28
(11.29)

H27
(12.8)

H27
(10.14)

H22

H17

H11

国道45号

吉浜道路

（台/日）

■吉浜道路及び現道国道45号
交通量推移

約7割が
吉浜道路
に転換

三沿道延伸により
本線交通量が増加

5,800※

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

◆対象区間の最新の利用交通量は平均約7,000台/日。
◆国道45号の交通の約7割が吉浜道路へ転換。

３．交通状況の変化等（１）交通量 事業完了後５年経過

さ ん り く

よしはま

かまいしみなみ

か ま い し と う に

か ま い し

か ま いし せ ん に ん と う げ

ろ う か ん ど う

お お ふ な と き た

お お ふ な と

お お ふ な と

ご い し か い が ん

か よ お か



▼三陸IC～吉浜IC間の平均速度の変化

資料：H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時上下平均速度 三陸IC～吉浜ICは規制速度により算出

48.0 
60.0 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

開通前
【H27】

開通後
【R2】

（km/h）

約12km/h
向上

国道45号 吉浜道路

6

◆吉浜道路を利用することで、三陸IC～吉浜IC間の平均速度が約１2km/h向上し、所要時間が約6分短縮。

３．交通状況の変化等（２）所要時間等 事業完了後５年経過

▼三陸IC～吉浜IC間の所要時間の変化

11 

5 

0

5

10

15

20

開通前
【H27】

開通後
【R2】

（分）

約6分短縮

国道45号

吉浜道路

凡 例

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

吉浜道路

H27.11開通
L=3.6km

吉浜釜石道路

H30,H31開通
L=14.0km

大船渡三陸道路

Ｈ5,Ｈ11,Ｈ17開通
Ｌ=17.6km

吉浜IC

三陸IC



吉浜IC

三陸IC

道の駅
「さんりく」至

仙
台
市

至 釜石市

撮影範囲

羅生峠

①

▼吉浜道路現道の道路線形の状況

ら せ い

1
3

13

1

11
19

12
4
6
8

10
12
14
16
18
20

開通前
（H24-H26）

開通後
（H28-H30）

（件/3年）

▼死傷事故件数の変化（現道、吉浜道路合計）

資料：イタルダデータ

約9割減少

①現道区間の空撮写真（羅生峠）

7

縦断図

吉浜道路 標高

凡例

：正面衝突事故
(H24～H26,H28～H30)

：その他事故
(H24～H26,H28～H30)

：急カーブ(Ｒ<150m )区間
：急勾配(I>5％)区間

※本線でのスリップ事故

■ 車両相互_すれ違い
■ 車両相互_その他
■ 車両相互_正面衝突
■ 車両相互_追突
■ 人対車両

②現道の線形不良（急カーブ・急勾配）
の正面追突事故（H25.9.24）

H25.9撮影

R=70

至 釜石市

至 仙台市

凡例
：急カーブ(Ｒ<150m )区間
：急勾配(I>5％)区間

②

※設計速度60km/hとする場合の
最大縦断勾配および曲線半径

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

ら せ い

ら せ い

◆吉浜道路現道には、急カーブ・急勾配箇所が多数存在し、特に「正面衝突」などの事故が発生。

◆吉浜道路の開通以降、事故件数は約9割減少しており、交通の安全性が向上。

４．事業効果の発現状況（１） 安全性向上 事業完了後５年経過

《地域の方の声》
◆現道は急カーブが連続

しており、事故が心配で
した。開通後はカーブも
なく、安心して通行でき
ています。

◆羅生峠の難所が解消し
たことで、大船渡市内
へ行きやすくなりました。

（R2. 10 吉浜公民館館長ヒアリング結果）・現道の約8割は急勾配区間
・このうち、急カーブ箇所は33箇所存在

R2.8撮影

ら せ い
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①羅生トンネル北口における切土法面崩落
（H14.7.11）

62 

95 

42 

0
20
40
60
80

100
120

開通前
現道利用（R45）

開通前
迂回路利用（R107・R340）

開通後
吉浜道路利用

（分）

資料：全国道路・街路交通情勢調査 混雑時上下平均速度
（開通前現道利用・開通後吉浜道路利用はH27調査,

開通前迂回路利用はH11調査の値を使用）
三陸IC～釜石中央ICは規制速度により算出

▼国道45号現道通行止め時の迂回ルート

▼釜石市役所から大船渡市役所への所要時間

大船渡碁石海岸IC

釜石仙人峠IC

吉
浜
道
路

大
船
渡
三
陸
道
路

H27.11開
通

L＝
3.6km

H5,H11,H17開
通

L＝
17.6km

通岡IC

釜石市

大船渡市

滝観洞IC
吉
浜
釜
石
道
路

H30.8開
通

L＝
5.0km

H31.3開
通

L＝
9.0km

三陸IC

吉浜IC

釜石JCT

釜石唐丹IC L＝
14.0km

釜石市役所

釜石中央IC

大船渡市役所

釜石南IC

大船渡北IC

大船渡IC

遠野住田IC

注）迂回ルートは岩手県緊急輸送道路より設定

＋33分

-20分

②降雨による法面からの出水による通行止め
（R1.8.28）

写真①②

至 仙台市

至 釜石市

至 仙台市

至 釜石市

凡 例

：開通前 現道利用(R45)

：開通前 迂回路利用
(R340・R107)

：開通後 吉浜道路利用

＜通行止め時の迂回ルート＞

その他凡例

:市役所

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

ら せ い

◆国道45号現道区間は岩手県緊急輸送道路に指定されているが、降雨による法面崩壊など、通行止め時に大きな迂回が発生。

◆吉浜道路の整備により代替性が確保され、道路ネットワークの信頼性が向上。

４．事業効果の発現状況（２） 道路ネットワークの信頼性向上 事業完了後５年経過

42km 74km 35km
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◆吉浜道路等が開通したことで、釜
石医療圏との所要時間が短くなり、
連携が取りやすくなりました。

◆妊婦さんにとっては、「すぐ病院に行
ける」という安心感があると思いま
す。

岩手医科大学附属病院
（盛岡市・矢巾町）※

53%

県立中央病院
（盛岡市）

11%

その他
6%

釜石消防管内
管外搬送件数

94件

県立
大船渡病院

（大船渡市）
30％

▼釜石消防署の管外搬送先の構成比（R1） ▼釜石市役所から大船渡病院への
搬送時間と生存率（心筋梗塞）

▼国道45号現道および吉浜道路の横揺れ発生場所 資料： H27全国道路街路交通情勢調査 混雑時
三陸IC～釜石中央ICは規制速度により算出

文献： 道路整備による救急医療改善効果、藤本ら
（機関誌「交通工学」、2010年9月）

資料：釜石大槌地区行政事務組合
消防本部提供資料

▼釜石市から県立大船渡病院への搬送ルート

※R1.9.2に盛岡市から矢巾町へ移転

0%

20%

40%

60%

80%

100%

30 35 40 45 50 55 60
搬送時間（分）

生
存
率
（
％
）

《救急隊員の声》
◆大船渡病院への管外搬送の約9

割が分娩と心疾患（心筋梗塞
等）です。

◆並行する国道45号に比べ道路状
況がよく、直線が続くため、患者さ
んの負担が軽減しています。

（R2.10 県立大船渡病院ヒアリング結果）

（R2.10 釜石消防署ヒアリング結果）

《病院関係者の声》

開通前
搬送時間５４分
生存率２９％

開通後
搬送時間３５分
生存率６０％

◆釜石消防署管内からの管外搬送のうち、約3割を岩手県沿岸南部で唯一の第三次救急医療施設である県立大船渡病院へ搬送。

◆釜石市からの搬送ルートである吉浜道路の並行区間では、最高血圧を変動させる可能性の高い横揺れが発生。

◆吉浜道路を含む三陸道の整備による時間短縮で救命率が向上、安定走行で傷病者等の負担が軽減し、救急医療を支援。

４．事業効果の発現状況（３） 救急医療の支援 事業完了後５年経過

9

資料：ETC2.0プローブデータ（±0.25G以上のデータを取得） 期間：R2.10
参考：横加速度が0.15Gを超過すると最高血圧の変動量が10mmHgを超過する傾向が強い。
参考文献：地域の医療を支援する道路構造の分析・評価 第27回日本道路会議）

地図：国土地理院地図

：横揺れ0.25G超過地点

三陸IC

吉浜IC

至

仙
台
市

至 釜石市

釜石市役所

県立大船渡病院
（三次救急）

※大船渡病院への搬送時間は緊急退出路を利用する設定で算出

横揺れ発生箇所回避により
患者への負担が軽減

横揺れ発生箇所回避により
患者への負担が軽減

地図：国土地理院地図

開通後

35分

開通前

54分

凡 例

：開通後のルート

(全線三沿道利用)

：開通前のルート

(三陸IC以北は国道45号利用)

救急搬送ルート

その他凡例

:市役所

:病院

吉浜道路並行区間
約3０箇所で横揺れが発生

吉浜道路区間は
横揺れ発生無し
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千葉県
11%

宮城県
9%

福岡県
7%

三重県
6%

その他
49%

H30年
収穫量
合計
909t

▼あわび類の全国収穫量(都道府県別)
（H30）

資料：H30海面漁業生産統計調査
（農林水産省）

岩手県
出荷量第1位

根白漁港から入荷

吉浜IC

蓄養施設

根白漁港

▼あわびの入出荷ルート

凡 例

＜入荷ルート＞

開通前

開通後

＜出荷ルート＞

出荷ルート

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道
： 市道

▼蓄養施設の生け簀

▼水槽車イメージ
トラック内に大型水槽を設置

※水槽用エアポンプ付き
こんぱく

こんぱく

◆岩手県のあわび類の収穫量は全国1位。大船渡市の収穫量は県内5位であり、主要なあわび産地の一つ。

◆大船渡市の蓄養※施設では、県内各地で水揚げされたあわびの一部を入荷・蓄養し、関東へ出荷。

◆入荷時に吉浜道路が利用され、水槽車での安定輸送による鮮度維持に寄与。道路整備が水産業の復興を支援。

※蓄養とは、漁獲した魚介類を
出荷前に短期間飼育すること。

４．事業効果の発現状況（４） 地域産業の復興支援 事業完了後５年経過

関東へ出荷

三陸IC

至

仙
台
市

至 釜石市

宮古市 25%

洋野町
16%

久慈市
14%

釜石市
9%

その他
28%

大船渡市
県内5位

大船渡市
8%

▼あわび類の県内収穫量(市町村別)
（H30）

H30年
収穫量
合計
909t

《水産事業関係者の声》
◆県内各地の漁港、近いところ

では根白漁港からあわびを入
荷し、蓄養したのち関東方面
へ出荷しています。

◆吉浜道路開通後は羅生峠
を通らずに済み、荷崩れの防
止になり、あわびの鮮度を保
つことが出来ています。

（R2.11 水産事業者ヒアリング結果）

《岩手県・大船渡市の取組》

◯農林水産業に関する推進方策の一つに「復興道路等を
活用した、仙台圏や首都圏への鮮度の高い県産農林水産
物の輸送を可能とする物流網の構築を促進」 と記載。

■「いわて県民計画（2019～2028）
・政策推進プラン（2019年度～2022年度）」

■「大船渡市水産業振興計画（平成28年3月）」

◯「創造的な復興に向け水産業振興を積極的に」と記載。

ら せ い
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《観光バスツアー事業者の声》
◆国道45号（現道）はカーブが連続し、アップダウン

もきついため、お客様が乗り物酔いしてしまう心配が
ありました。

◆吉浜道路を利用することで、そういった心配も無く、
快適なツアーの提供が出来ていると思います。

（R2.11 観光バスツアー事業者ヒアリング結果）

【「道の駅さんりく」の取り組み】
・トイレ改修後の写真（H30.6）

《「道の駅さんりく」の声》
◆トイレ改修と道路開通の効果で入込客数が増加

しています。以前よりも観光バスの立ち寄りが増え
ています。

◆開通前は通過の懸念があったため、広報活動や
トイレ改修等の取組みを進めていましたが、ICへ
のアクセス性がメリットとなっています。

（R1.9 道の駅関係者ヒアリング結果）

▼三陸沿岸を周遊する観光バスツアー例と「道の駅さんりく」

北上市

一関市
陸前高田市

釜石市

花巻市 大槌町

山田町

宮古市

岩泉町

東京から一関
（新幹線）

三陸鉄道に
乗換

盛岡から東京へ
（新幹線）

吉
浜
道
路大船渡市

盛岡市

「道の駅さんりく」

三陸沿岸の
観光地を

周遊

盛岡市

175 
144 141 148 

180 

0

40

80

120

160

200

H27 H28 H29 H30 R1

(千人)

※H30.6トイレ改修

▼「道の駅さんりく」の入込客数の推移
吉浜道路

開通

三陸道
気仙沼～宮古間

開通

資料：「道の駅さんりく」へのヒアリング結果より

開通前より
約5,000人増加

釜石道
釜石～花巻間

開通

(年)

◆吉浜道路では、三陸ICに直結する「道の駅さんりく」の案内標識を本線上に設置し、道の駅の利用を案内。
◆「道の駅さんりく」では、吉浜道路開通後に道路利用者により立ち寄ってもらうため、広報活動や施設改修などを実施。
◆吉浜道路を含む道路ネットワークの形成、道の駅の取り組み等により、観光バスの立ち寄りや入込客数は開通前より増加。

４．事業効果の発現状況（５） 観光振興の支援
H27.11開

通
L＝

3.6km

資料：観光バスツアールートは
R1.9観光ツアー会社ヒアリングより

三陸IC出口付近に設置された「道の駅さんりく」の案内看板

「道の駅さんりく」

▼「道の駅さんりく」と三陸ICの近接性

事業完了後５年経過

三陸IC

至 陸前高田市

至

釜
石
市

至 釜石市

バスに
乗換

：評価対象区間
：高規格幹線道路
：地域高規格道路
：一般国道

凡 例

道路種別

：観光バス

：三陸鉄道

：新幹線利用

＜観光ツアールートの事例＞

車線数

： 4車線以上

： 2車線

：主な立ち寄り先

：新幹線駅

本線出口分岐後
600mでアクセス可能



【吉浜地区公民館館長】
◆当地区では、福祉施設の車両を使って、

ご高齢で移動手段の無い方をスーパーに
お連れする「買い物ワゴン」が走っており、
吉浜道路のおかげで移動時間が短く、
スムーズな運行が出来ています。

◆日常生活でも、峠が危ないので冬は運転
を控えていましたが、吉浜道路を利用する
ことで買い物や通院等で大船渡市中心部
へ出かけやすくなりました。
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▼大船渡市中学校統合後のスクールバス運行状況

吉浜IC

三陸IC

大船渡北IC

吉
浜
道
路

L＝
3.6km

釜石市

大船渡市

陸前高田市

大船渡市立
第一中学校

大船渡市立
越喜来中学校

（閉校）

大船渡市役所

中心市街地

吉浜地区

凡 例

：統合先の中学校

：閉校の中学校

：商業施設

：病院

＜走行ルート＞
：スクールバス

：「買い物ワゴン」

：中心市街地アクセス

商業施設

大船渡市立
吉浜中学校
（閉校）

【吉浜地区スクールバス運行体制】
・中学校には朝1便、夕方2便で運行
・土曜日や長期休業中も部活動対応で朝昼1便が運行

吉浜スクール
バスルート

県立大船渡病院

（R2.10 吉浜地区公民館館長ヒアリング結果）

《関係者の声》
【学校関係者】
◆バスの運転手さんにとっては、安全な道路を

使えることで心理的な負担軽減に繋がって
いると思います。

▼吉浜ICを利用し中学校へ向かうスクールバス

至

釜
石
市

至

仙
台
市

撮影：R2.10.28

（R2.10 学校関係者ヒアリング結果）
道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

その他凡例

:市役所

よしはま

お き ら い

◆大船渡市では、令和2年3月に3つの中学校が統合。吉浜地区の生徒27人が吉浜道路を利用してスクールバスで通学。
◆また、高齢化率が岩手県平均を上回る吉浜地区では、令和2年7月から高齢者等を対象とした買い物支援が開始。
◆通学や買い物、中心市街地への移動に吉浜道路が日常的に利用され、幅広い年代の地域住民の生活を支援。

４．事業効果の発現状況（６） 地域住民の生活支援 事業完了後５年経過

H27.11開
通

▼高齢化率の推移

31.3 32.4
35.9

24.5
27.1

30.2

20.2
23.0 26.6

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

H17 H22 H27
資料： 平成27年国勢調査

吉浜地区は大船渡市公表値より
高齢率は人口（年齢不詳を除く）のうち65歳以上が占める割合

吉浜地区

全国

岩手県

※ H27全国道路・街路交通情勢調査 混雑時上下平均速度より条件を設定
開通前：三陸IC～大船渡IC利用 開通後：吉浜IC～大船渡IC利用
三陸IC～吉浜ICは規制速度により算出

※ 資料：国土技術政策総合研究所資料「自動車排出係数の根拠」
資料：石油製品小売市況調査(都道府県別) R3.2.3公表値

スーパー

大船渡市立
日頃市中学校

（閉校）

ひ こ ろ い ち

▼吉浜地区⇔中心市街地の通勤時燃料費（試算）

101,000 
（740L） 85,000 

（630L）

0

50,000

100,000

150,000

開通前 開通後

ガソリン車で平日1往復の場合
年間約1万6千円（110L）の節約に
（円/年）



５．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

９．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

８．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．社会経済情勢の変化

６．事業実施による環境の変化
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別添一覧表参照

評価対象区間については、工事の実施及び完成後も環境への影響は確認されていない。

○高規格幹線道路の整備状況
・三陸沿岸道路
平成30年7月 唐桑高田道路（陸前高田長部IC～陸前高田IC）開通
平成30年8月 吉浜釜石道路（吉浜IC～釜石南IC）開通
平成31年1月 釜石山田道路（大槌IC～山田南IC）開通
平成31年3月 唐桑高田道路・吉浜釜石道路・釜石山田道路（釜石JCT～釜石両石IC）開通
令和元年6月 釜石山田道路（釜石北IC～大槌IC）開通

・東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～花巻）
平成31年3月 釜石JCT～釜石仙人峠IC間（L=6.0km）、遠野住田IC～遠野IC間（L=11.0km） 開通

事業の目的に対する効果を概ね発現しているが、今後のネットワークの完成後に改めて事後評価を実施し、改善措置の必要性等を検討する。

当該事業の整備目的について効果発現を確認できており、事業評価手法の見直しの必要性はない。
なお、今後のネットワーク完成にあたり、今回同様ネットワーク全体での効果の検証に努める。


